
比較した場合、ハイエンドまできちんと伸びていることに

よるクリアさと、ダイナミック・レンジの広さが特徴にな

ると思います。SENNHEISERのマイクロホンは主張しな

い…つまり、マイクで音を作ることはせず、あくまでボー

カリストの声をそのまま反映するというポリシーに基づい

て作られています。「ハイエンドまできちんと伸びること

が、価値のあること」という考え方なんです。

山本：「主張しない」というコンセプトは製品のデザイ

ンにも表れています。あくまでマイクですから、アーティ

ストを引き立てなければいけません。例えば、グリルも

「いかにもマイク」というものではなく、わざわざ青にし

ているのはボーカリストの表情を引き立てるための工夫な

んです。

当社のマイクを使っていただいている方からは「音が前

に出てくる」「明瞭度が高い」「密度がある」といった評価

をいただいています。昨今はミキサーからスピーカーに至

るまで、高性能になっています。それに対して、定番と言

われているマイクの設計は随分古いものが多いです。当時

の音響機器の性能を考えると決して悪いものではなかった

のですが、今の技術と照らし合わせると、周波数レンジや

ダイナミクスが犠牲になってしまうことも少なくありませ

ん。どんなに良いミキサーやスピーカーもそのポテンシャ

ルを活かすためには、音の入り口であるマイクにも高品質

なものが求められていると思います。

鈴木：定番は定番の良さがあるのも事実ですが、読者の

皆さんには、いろいろなマイクロフォンを試していただ

きたいですね。SENNHEISERのマイクロフォンは「主

張をしない」という考え方で設計されていますが、表現

力と言う面では、どのメーカーにも負けない緻密さを持

っていると思っています。バンド演奏の中に埋没しそう

になった時に活躍する救世主になったと言う感想をいた

だいたことがあります。ダイレクトなサウンドを目指さ

れている方に是非試していただきたいと思います。

--- NEUMANNと言えば、レコーディング・スタジオの

定番マイク・ブランドですが、KMS-104/105はスタ

ジオ・クオリティーのサウンドをライブで実現するモデ

ルとして、注目を集めている1本です。

鈴木：NEUMANNのハンドヘルドのコンデンサー・マ

イクがKMS-104/105です。ノラ・ジョーンズさんを

はじめ、様々なアーティストの方に使っていただいてい

ます。e 900同様、SKM 5200ワイヤレスで

KK104/105というカプセルを利用可能です。

ク セ の な い S E N N H E I S E R と は 異 な り 、

KMS104/105はNEUMANNサウンドそのもの。ハン

ドヘルドでもレコーディング・スタジオで定番のサウン

ドが継承されており、多くの方に気に入っていただいて

います。このサウンドの違いは特性表にも表れており、

ハイエンドがなだらかに落ちているのがわかると思いま

すが、ハイエンドがきつくなく、しっかりと芯のあるサ

ウンドを得ることができるんです。ライブだけでなく、

制作現場で使われているプロの方もいらっしゃいます。

鈴木：ダイナミック・マイクは、今やSENNHEISERで

もロボットが作っています。コイルの巻きなど、昔は熟

練した技術者が手作業で行っていた行程も今の技術では

ロボットで熟練工の精度まで出せるんです。ところが、

コンデンサー・マイクになるとそうはいきません。ダイ

アフラムの製造には、未だロボットでは再現できず、顕

微鏡を使って技術者が手作業で行う必要があるんです。

この作業を行うクリーン・ルームの設備は、長く安定

して使えるコンデンサー・マイクを作る上で最も重要な

要素です。e 965もSENNHEISERとNEUMANN共同

の大きなクリーン・ルームで作られており、これが製品

品質の安定につながっています。

e 965はグリルを取るとカーディオイドとスーパー・

カーディオイドの切り替えやPADやローカットのスイッ

チが付いています。ここで、シチュエーションに応じて

特性を選べるようになっています。

山本：これはダイナミック・マイクにも言えることです

が、SENNHEISERやNEUMANNの製品は安定した高

い品質を実現するため、1本1本丁寧なチェックを経て

から出荷されています。

鈴木：e 965のサウンドは綺麗過ぎて、ステージではe

935や945に比べて音の線が細いように感じるかもし

れませんが、含まれている情報量の多

さは圧倒的だと思います。

--- ハンドヘルド・マイクと言えば、スタジオやライブハ

ウスなど、どこでも見かけるデファクト・スタンダード

が存在していますが、それらとe 900シリーズの違いは

どこにあるのでしょうか。

鈴木：もちろんサウンドには好き嫌いがありますが、い

わゆる定番のダイナミック・マイクとe 900シリーズを

鈴木：SENNHEISERはドイツの会社ということもあっ

て、数字が好き。製品名も数字が付けられています。例

えばe 900シリーズの場合、900というシリーズ名で

次の数字が機能や製品を表します。具体的に言うと

「35」はカーディオイド（単一指向性）、「45」がスー

パー・カーディオイド（超指向性）、「65」がコンデン

サーです。そして、この3つがあれば、ハンドマイクに

求められる要求はカバーできるようになっています。ま

た、800シリーズというラインアップもありますが、こ

れも先ほどと同じく3は単一指向性で…というように見

ていただくと見分けが付きやすくなると思います。そし

て800シリーズは900シリーズと色が違いますが、外

見は一緒なんです。ハンドマイクはその他にも昔からの

定番となっているMD 431IIというラインアップもあり

ますが、ボーカリスト向けのハンドマイクとしては、

900シリーズ、800シリーズが中心になります。

e 935とe 945にはグリルの長さに違いがあります

が、これはカーディオイドとスーパー・カーディオイド

の特性による違いで、スイート・スポットを調整するた

めです。楽器店ではe 945の方が人気があるようなので

すが、一般的なマイクとしてはカーディオイドの方が使

いやすい特性だと思います。例えばロックで爆音のバン

ドのようなケースではスーパー・カーディオイドの方が

ハウリングを含めて音が立つという意味で有利なのです

が、少しでもマイクの軸がぶれると急にレベルが下がっ

てしまうなどシビアな部分があるんです。両者は指向性

が違うので音にも若干違いはありますが、基本的なキャ

ラクターは同じです。もし最初に選ぶマイクであれば、

扱いやすいe 935がおすすめですね。

そして、これらのラインアップはSENNHEISERのも

う1つの軸であるワイヤレスにもつながってきます。TV

など業務用途でもよく使っていただいているSKM

5200というワイヤレス・マイクがあるのですが、そこ

で標準的に使われているマイク・カプセルはe 935なん

です。つまりSENNHEISERのダイナミック・マイクの

スタンダードという位置づけです。

--- 近年では、ステージでもコンデンサー・マイクのクリ

アなサウンドを求めるボーカリストが増えてきています

が、コンデンサー・マイクは製造環境が品質に大きな影

響を与え、それこそがSENNHEISERのアドバンテージ

につながっていると鈴木氏は語ります。

マイクはリハーサル・スタジオやライブハウスで当た

り前のようにレンタルできます。しかし、そのマイクは

自分の出したい音に合っているのでしょうか。レンタル

が当たり前になりすぎて、マイクと自分の声の相性やマ

イク自体の性能について疑問を持つことは少ないと思い

ますが、果たしてそれで良いのでしょうか。マイクは自

分の声が1番最初に通ることになる入り口なので、使う

マイクによってサウンドは激変します。ギタリストがギ

ターやエフェクターにこだわるように、ボーカリストも

マイクにこだわるべきなのです。そんな中、近年急激に

ファンを増やしているのがSENNHEISERのevolution

900シリーズのハンドマイク。同グループのNEU-

MANNのハンドマイクと共にその魅力に迫るべく、ゼン

ハイザー・ジャパンのプロダクト・マーケティング／IS

マネージャーの鈴木氏、プロダクト・マーケティングの

山本氏にお話を伺いました。

■お問い合わせ：ゼンハイザージャパン　http://www.sennheiser.co.jp/

モデル名に隠された秘密

--- 1945年にドイツのハノーバで設立したSENNHEIS-

ERは、設立以来その高い品質でオーディオ・エレクトロ

ニクス界に多大な影響を与えてきた世界

的な音響機器メーカー。その技術力を注

ぎ込み、ワールド・クラスの音質と手軽

さを兼ね備えたスタンダードがevolu-

tion 900（e 900）シリーズです。

e900シリーズには「e 935」、「e 945」、

「e 965」と3つのハンドマイクがラインアップされてい

ますが、この3モデルの違いはどこにあるのでしょうか。

SENNHEISER / e 935 ダイナミックマイクロホン
指向性：カーディオイド
開回路感度：2.8 mV / Pa +- 1 dB

(自由音場、無負荷、1KHz) 
周波数特性：40 - 18,000 Hz 
公称インピーダンス：350 Ohm 
寸法：47 x 181 mm 
重量 ：330g

NEUMANN / KMS 104 コンデンサー・マイクロホン
指向性：カーディオイド
開回路感度：4.5 mV/Pa (1kohm、1KHz) 
周波数特性：20 - 20,000 Hz 
供給電圧：48 V± 4 V
寸法：48 x 180 mm 
重量 ：300g

SENNHEISERならではの品質
声をありのままに届けるマイク

しっとりとした芯のあるサウンド

▲SENNHEISER e900シリーズの魅力について語る鈴木氏

SENNHEISER / e 945 ダイナミックマイクロホン
指向性：スーパーカーディオイド
開回路感度：2.0 mV / Pa +- 1 dB 

(自由音場、無負荷、1KHz) 
周波数特性：40 - 18,000 Hz 
公称インピーダンス：350 Ohm 
寸法：47 x 181 mm 
重量 ：330g

SENNHEISER / e 965 デュアルダイヤフラム式
ピュアコンデンサーマイクロフォン
指向性：カーディオイド/スーパーカーディ
オイド切替式
開回路感度：7 mV / Pa
周波数特性：40 - 20,000 Hz
寸法：48φ x 199 mm
重量 ：398g

NEUMANN / KMS 105 コンデンサー・マイクロホン
指向性：スーパー・カーディオイド
開回路感度：4.5 mV/Pa (1kohm、1KHz) 
周波数特性：20 - 20,000 Hz 
供給電圧：48 V± 4 V
寸法：48 x 180 mm 
重量 ：300g

ギタリストがエフェクターを選ぶように
ボーカリストは自分に合ったマイクを選べ！！

マイク選びで重要になるのが指向性です。指向性と

は、マイクが音を拾う範囲のこと。カーディオイドと

はマイク前面からの音だけを拾うというもの。一方の

スーパー・カーディオイドは単一指向性よりもさらに

音を拾う範囲を狭くしたものです。

特にライブで使う場合、マイクにはボーカルの声だ

けが入るのが理想ですが、実際には後ろで演奏してい

るバンドの音も収音されてしまいます。この狙った音

以外の音が入り込んでしまうことを"かぶり"と呼ぶの

ですが、かぶりが多いとボーカルの音量だけを上げる

ことができなかったり、ハウリングの原因にもつなが

ります。スーパー・カーディオイドの方が、かぶりが

少なく優れたパフォーマンスを発揮してくれますが、

反面で口とマイクの距離が少しでもずれると急に音が

小さくなるという問題が出てくるのです。そのため、

初めてマイクを買うならばカーディオイドのモデルが

オススメです。

編集長インタビュー

- - -  クリアさと原音に忠実なサウンドを目指した

SENNHEISERと、明確な個性を持ったNEUMANN。

同じグループ企業でありながら、サウンドの方向性がま

ったく違うのは興味深いところです。

いずれにしても、マイク選びは非常に奥が深く、「定

番を持っておけば安心」というような単純なものではあ

りません。良い／悪いではなく、自分の声質や求める質

感に合っているのか？を実際に試した上でチョイスする

ことが何より大切なのです。

▲e 965はグリル内のスイッチで、指向性の切り替えが行える

▲NEUMANN / KMS 104の周波数特性表

カーディオイドとスーパー・カーディオイド
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